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【課題の概要】 
本研究は、非平衡ソフトマター・アモルファス物質の構造及び力学的・熱的

物性を、従来の熱力学的視点に運動量保存則に基づく力学的視点を取り入れた

新しい枠組みで、理論と実験の両面から解明しようとする独創的な研究構想で

ある。 
【学術的意義、期待される研究成果等】 
本研究の推進によって、ソフトマターやアモルファス物質、更には非平衡不

規則構造体一般の力学物性・熱物性に統一的な理解を与えるという学術的な重

要性が認められると共に、不規則構造体の力学的最適化に関する新しい手法の

提案等、物性科学の範疇を越える広範な分野への波及効果が期待される。 
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